
中学校理科学習指導案 

  東広島市立高屋中学校 

教諭 南  祥樹 

 

１ 学 年  第３学年 

 

２ 単元名  自然界のつり合い 

 

３ 単元の目標 

    微生物の働きを調べ，植物，動物及び微生物を栄養の面から相互に関連付けてとらえるとと

もに，自然界では，これらの生物がつり合いを保って生活していることを見いだすこと。 

 

４ 単元の指導計画と評価規準 

次 学習内容 
時
数 

評   価 

関 思 技 知 評価規準 評価方法 

１ 環境を定義し，生物
と環境要因との関係
について考えさせ，
これから生態系につ
いて学習することを
知る。 

１ ◯    エコボールの写真などをも
とに，生物の生活に影響を
与えている要因を考えよう
とする。 

・行動観察 

・発表 

２ 食物連鎖のつながり
の具体例を挙げ，陸
上と水中のつながり
方の共通点を考え
る。 

１    ◯ 食物連鎖における生物のつ
ながりのしくみについて理
解し，知識を身に付けてい
る。 

・ワークシート 

・行動観察 

・発表 

３ 食物連鎖のピラミッ
ドから数量的な関係
や，そのつり合いが崩
れた時の変化を考え
る。 

１    ◯ 食物連鎖の数量的な関係や
そのつり合いの変化につい
て，具体的な例をあげて説
明できる。 

・ワークシート 

・行動観察 

・発表 

４ 落ち葉を出発点とし
た食物連鎖について
考え，分解者の働きを
考える。 

１    ◯ 分解者の働きによって落ち
葉や遺がいがどのように変
化していくのかを理解する
ことができる。 

・ワークシート 

・行動観察 

５ 
本
時 

タンパク質を分解す
る実験の結果から菌
類・細菌類の働きを考
える。 

１  ◯   ９種類の条件から得られた
実験結果を変える条件と変
えない条件に着目して比較
することで，菌類・細菌類
の働きや性質を説明するこ
とができる。 

・ワークシート 

・行動観察 

６ 生産者，消費者，分解
者の働きから，自然界
で炭素などの物質が
どのように循環して
いるかを考える。 

１  ◯   生産者，消費者，分解者の
働きを区別し，自然界の物
質循環を光合成や呼吸と関
連付けて考察できる。 

・ワークシート 

・行動観察 

・発表 

 

５ 本時の目標 

９種類の条件から得られた実験結果を変える条件と変えない条件に着目して比較して菌類・細菌

類の働きや性質を説明することを通して，条件を制御して実験の計画を立てる力を育成する。 

 

６ 本時の指導の工夫 

   平成27年度全国学力・学習状況調査解説資料中学校理科には，「科学的に探究する学習活動では，

変化することの原因として考えられる要因を全て挙げ，挙げた要因の妥当性を検討し，変える条件

と変えない条件を制御して予想を確かめる実験を計画することが大切である。」と述べられている。   



そこで，本時の授業では，複数の実験結果の中から変える条件と変えない条件に着目し，比較し

て考察を導き出すことを通して，条件を制御して実験を行うことの重要性を理解させ，実験計画を

立案する力の育成を図る。具体的には，菌類・細菌類の働きを調べる条件が違う９種類の実験結果

の中から，２種類の実験結果を比較することで菌類・細菌類の働きや性質を考察させる。  

 

７ 本時の展開 

過

程 
学習活動 

指導上の留意事項 

◆「努力を要する状況」と判断した生徒への

指導の手立て 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

導 

入 

１ 前時の復習  

◯土の中にも落ち葉や枯れ枝から

はじまる食物連鎖が成り立って

いることを確認する。 

◯土の中の小さな生物が排出した

ふんや遺がいはどこへ消えるの

かを考える。 

 

２ 学習課題の把握 

◯本時の学習課題を提示する。 

 

 

 

 

◇教科書の図を用いて確認する。 

 

 

◇落ち葉，腐葉土，肉，腐った肉を提示し， 

においやようすを確認させることで，何が

起きているかをイメージさせる。 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３ 学習課題の追求 

◯実習の説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 ・菌類，細菌類の働きを調べる実

験方法の説明を聞く。 

 ・別紙の①～⑨の実験の条件と結

果が書かれた『研究結果一覧

表』を受け取る。 

  

 

 

４ 実習を行う。 

○自分の班に与えられた条件から

わかる菌類・細菌類の働きや性質

を書き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯菌類・細菌類の働きや性質につい

て，自分の班の条件と，他の班の

どの条件と比較すればよいかを

考える。 

○実験結果の比較から，どのような

 

 

 

 

 

 

 

◇タンパク質はアミノ酸に分解されることを

第２学年の消化の仕組みを基に確認する。 

◇タンパク質が分解されるときに発生する，

窒素化合物や硫黄化合物等が腐臭の原因で

あることを説明する。 

◇土の中には菌類，細菌類が存在し，土を焼

くことで，殺菌できることを説明する。 

 

 

◇別紙の①～⑨の実験の条件のうち，各班に

一つの番号を割り当て検討させる。 

◆下のような記述の形式を示し，理解を助け 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇必ず自分の班の番号の条件を入れて比較さ 

せる。 

◆比較をする前にそれぞれの条件でわかるこ

とが何かを理解させ，どれとどれを比較し

たらよいかのヒントを出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菌類や細菌類にはどのよう働きや性質があるのだろうか。 

あなたは，ある研究所の研究員です。菌類・細菌類がどのような働きや性質をもっているかを調べるために，条件を変えな

がらタンパク質などの有機物を分解する実験を行いましたが，結果が多すぎて上手く結論がでません。班に与えられた条件と

その他の班の条件を比較して，みんなで菌類・細菌類の三つの働きや性質を見付けましょう。 

 

○自分の班に与えられた条件は（  ）番 この条件でわかることは， 

（       ）の上澄みとタンパク質を混ぜ（  ）℃で（  ）日放置するという条件

で，菌類・細菌類は（          ）。 

予想される生徒の解答の例 

 

○自分の班に与えられた条件は（ ⑨ ）番 この条件でわかることは， 

（ 土を混ぜた水 ）の上澄みとタンパク質を混ぜ（ 40 ）℃で（ ３ ）日放置するとい

う条件で，菌類・細菌類は（  タンパク質を分解する  ）。 



ことが分かるかを理由とともに

ワークシートに記述する。 

 

 

 

 

５ 記述内容を班で交流する。 

◯班の中で自分の考えを発表し，班

員のよい考えをメモする。 

 

６ 各班から全体に発表を行う。 

○各班から１つずつ，発表する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇考察に不足がある場合は，赤ペンで書き足

させる。 

 

 

◇なぜそう考えたかの根拠とともに，論理的

に説明させる。 

◇各班が発表して，まだ出てない意見を個人

で発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

△９種類の条件か

ら得られた実験結

果を変える条件と

変えない条件に着

目して比較するこ

とで，菌類・細菌

類の働きや性質を

説明することがで

きる。 

【科学的な思考

力・表現力】 

〔ワークシートの

記述・行動観察〕 

ま

と

め 

７ 本時のまとめ 

○各班から発表された内容を三つ

の性質にまとめ，その性質を日常

生活でどのようにいかせばよい

かを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 次時の課題を聞く。 

○別紙の①~⑨の条件の中で，実験

前と比べて二酸化炭素が増加し

たのはどれかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本時で見出した菌類・細菌類の働きや性質

を参考に考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（   ）番と（   ）番の条件を比較し，菌類・細菌類は 

（                                        ） 

ということがわかる。 

予想される生徒の解答の例 

 

１．（ ③ ）番と（ ⑥ ）番の結果を比較し，菌類・細菌類は， 

   （ タンパク質を分解する働きがある ）ということがわかる。 

 

２．（ ⑨ ）番と（ ⑥ ）番の結果を比較し，菌類・細菌類は 

（ 温度が 20℃の時より，40℃のほうがタンパク質をよく分解する ） 

ということがわかる。 

 

３．（ ⑦ ）番と（ ⑨ ）番の結果を比較し，菌類・細菌類は， 

   （ 日数が長いほどタンパク質をよく分解する ）ということがわかる。 

 

 

 

まとめの例 
 菌類・細菌類には次の三つの働きや性質がある。 
 ① タンパク質などの有機物を分解する。 
 ② 20℃に比べ，40℃の時の方がタンパク質などの有機物をよく分解する。 
 ③ ある程度の時間をかけて，タンパク質などの有機物を分解する。 

※日常生活に生かす。 
   ・食材に菌類・細菌類が付着しにくい状態，低温で保存し，早めの消費を心掛ける。 
   ・ヨーグルトや納豆などの発酵食品（乳酸菌やナットウ菌などの細菌類を利用した

食品）を作るときには温度管理が必要になる。 



研 究 結 果 一 覧 表 

 

設定した条件  得られた結果 

① 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 焼いた土を混ぜた水の上澄み液 ０ ２０℃ 無 なし 

② 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 焼いた土を混ぜた水の上澄み液 １ ２０℃ 無 なし 

③ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 焼いた土を混ぜた水の上澄み液 ３ ２０℃ 無 なし 

④ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 ０ ２０℃ 無 なし 

⑤ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 １ ２０℃ 無 なし 

⑥ 

液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 ３ ２０℃ 有（少量） 
弱い刺激臭 

（腐ったにおい） 

⑦ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 ０ ４０℃ 無 なし 

⑧ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 １ ４０℃ 有 刺激臭（腐ったにおい） 

⑨ 
液体Ａ 液体Ｂ 放置した日数 放置した温度  アミノ酸の有無 混合した液のにおい 

タンパク質を含む水 土を混ぜた水の上澄み液 ３ ４０℃ 有 刺激臭（腐ったにおい） 

別紙資料 


